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上宇部小学校の
コミュニティ・スクールの

取 組



コミュニティ・スクールって何？

地域のみんなで「地域の子どもたち」を育てるために、教員・
保護者・地域の代表の方々で話し合う会議を行っている学校

学校運営協議会



こんな子どもたちに・・・

学校・家庭・地域の共通の願い

安全・安心に 明るく元気に

上宇部のために 笑顔いっぱい
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地域とともにある学校づくりをめざす

◎ 学校教育目標実現のために、教職員・保護者・地域が一体となって取り組む。
◎ 上宇部だからこその教育を推進し、「楽しくてたまらない学校」づくりを行う。
◎ 「小学校だからこその地域貢献」を重視し、地域による活性化の活動と連動して取り組む。

各支援部報告・熟議学校運営協議会 学校運営協議会委員

各支援部の意見のまとめ

学校運営協議会に諮る
情報整理

学校運営協議会
企画会

学校運営協議会会長
上宇部ふれあいセンター館長
校長、教頭

達成方法について協議、
実践に向けた計画立案教職員、ＰＴＡ、地域の各団体各支援部

【校内窓口】地域連携推進教員 【地域窓口】地域コーディネーター

＜地域ボランティア団体＞ ○クスクス（読み聞かせ） ○チキチキくらぶ（放課後学習）
○きらめき隊（昔遊び） ○蛇足の友（剪定・除草作業） ○囲碁クラブ ○走り方教室

夢
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ご
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宇
部
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学
校
区
地
域
協
育
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ッ
ト

本校のコミュニティ・スクールの組織
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・授業に対する支援
・高専、大学との連携による授業の実施
・上宇部だからこその地域学習の実施
・校外学習の引率支援
・放課後学習の実施
・読み聞かせ
・長期休業中の補修の支援
・清掃ボランティア
・郷土料理作りの会

◎上宇部のひと・もの・ことを積極的に活用した楽し
い学習による学習意欲及び基礎学力の向上につな
がる取組を支援する。

【主な所属団体】

・チキチキくらぶ
・婦人部連合会
・きらめき隊
・クスクス
・ＰＴＡ学年部
・ＰＴＡ研修部

学習支援部

・登下校の見守り活動

・行事等における交通安全指導
・基本的生活習慣について啓発する取組
・危険箇所の安全確保
・あいさつ運動
・地域との合同避難訓練の計画及び指導
・走り方教室

健康安全支援部

◎児童の心身の健康及び校内外における安全
確保を推進する取組を支援する。

【主な所属団体】
・交通安全協会上宇部分会
・みまもり隊
・ＰＴＡ生活安全部
・ＰＴＡ保体部
・各スポ少団体

本校のコミュニティ・スクールの組織
各支援部
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・地域の団体
・個人との交流の推進
・ボランティア活動への参加の推進
・小中一貫の推進
・学ぼーよ（授業参加）
・遊ぼーよ（昼休みの交流）
・まなびーや（住民学習会の講師）

地域連携部

【主な所属団体】・自治連 ・老人クラブ ・おやじの会
・上宇部コミュニティ ・母親クラブ ・ふれあい運動推進員会
・子ども会 ・ＰＴＡ文化広報部

◎児童の地域活動への参加を推進することを通して、優しい
心の育成を支援する。

本校のコミュニティ・スクールの組織
各支援部

・校内の除草及び樹木剪定作業
・花育
・校内環境改善

◎校内外の環境を整えることを通して、優しい心の育成を支
援する。

環境美化部

【主な所属団体】
・環境衛生連合会 ・蛇足の友 ・ＰＴＡ厚生部
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プロジェクト
（校務分掌組織）

教 職 員
支援部会

（コミ・スク組織）

学力向上プロジェクト
○リーダー 岡田
○サ ブ 河村

岡田 河村 石丸 間惠 井上 河原 西山 村中 新谷 松永 名和田 瀧下
学習支援部会

●学校代表 岡田

優しい心育成プロジェクト
○リーダー 田中
○サ ブ 岩下

田中 岩下 藤井 山本瑞 大森 尾上 西浦 吉村 篠田 正木 鈴川 吉岡 佐久間 山本日 神田

心の教育支援部会
●学校代表 田中

■ コミ・スク環境美化班 正木 吉岡 吉村 篠田 大森 鈴川 神田
■ コミ・スク地域連携班 佐久間 山本瑞 山本日 西浦 藤井 尾上 岩下

健康安全向上プロジェクト
○リーダー 千々松
○サ ブ 重本

千々松 重本 田嶋 坂上 山本実 岡﨑 木嶋 糸山 河野 中谷
健康安全支援部会
●学校代表 千々松

【プロジェクトの位置付け】

◎プロジェクトは、コミスク支援部会と連動した組織である。
◎プロジェクトは、学校課題を知・徳・体の３分野に分けて、その解決のために構成された組織である。
◎プロジェクトは、それぞれの分野の課題解決に向けて、教職員が主体的に参画することを意図して構成した組織である。
◎プロジェクトは、それぞれの分野の課題解決のために、今年度の取組の方向性及び成果・課題等について協議する組織である。(各学期に２回程度開催）

具体的な取組については、下部組織である各部会で行う。（必要に応じてプロジェクトで取り組む。）

【プロジェクト・部会の時間枠の実施方法】

□プロジェクト・部会の時間枠において教科外部会を実施する場合は、主任が３日前までに各プロジェクトリーダーに申し出る。
□教科部会を実施する場合は、主任が２日前までに教務主任に申し出る。
□各プロジェクトリーダーは、プロジェクト・教科外部会の実施の有無を教務に報告し、教務が全体に伝達する。

◎会議が精選され、業務改善につながる。

プロジェクト・支援部会構成表
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○学習支援・環境整備（チキチキくらぶ） ○読み聞かせ（クスクス） ○昔遊び（きらめき隊）
○剪定・除草作業（蛇足の友） ○囲碁教室（囲碁クラブ） ○体力向上（走り方教室）

地域のボランティア団体による学習支援・環境整備

○登下校の見守り ○行事等における交通安全指導
○危険箇所の安全確保 ○地域との合同避難訓練
○あいさつ運動

安心安全見守り、あいさつ運動

学校支援

○山口大学工学部による地域防災学習
○宇部高専による理科授業、放課後学習教室

高専・大学との連携

本校のコミュニティ・スクールの３つの機能
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学校運営

本校のコミュニティ・スクールの３つの機能

○学校運営協議会による評価に基づいた教育活動の見直し
○学校運営協議会が授業改善にかかわることによる人材育成の推進

○学校課題に対応したプロジェクト部会の設定
○各プロジェクト部会と各コミスク支援部会との連携

学校運営協議会による学校運営への参画

コミスクと連動したプロジェクト部会の運営 ・学力向上プロジェクト －学習支援部
・環境美化向上プロジェクト－環境美化部
・地域連携向上プロジェクト－地域連携部
・健康安全向上プロジェクト－健康安全支援部



10本校のコミュニティ・スクールの３つの機能

○校区学習講座「まなびーや」（教職員による講座の開催、会場の提供）
○「学ぼーよ」（授業参加）
・地域の方の学びの場の提供 （子どもとの交流、学習支援）

地域活性化の拠点として、小学校だからこその「学びの場づくり」

○地域の方との日常的な交流活動
・「遊ぼーよ」（昼休みの交流） ・読み聞かせ ・クラブ活動

○地域行事におけるボランティア参加・発表
・校区４大行事へのボランティア参加
（かみりんピック、夏祭り、文化祭、どんど焼き）

・地域行事における発表（校区敬老祝賀会、琴崎八幡宮大祭）

地域活性化の拠点として、小学校だからこその「交流の場づくり」

○上宇部ふれあいセンターの「まちのえき」の取組への参画地域活動への参画

地域貢献
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地域の方の学校支援

11

読み聞かせ【クスクス】郷土料理の会 【婦人部】
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１年生の給食支援

12

ミシンボランティア 【婦人部】

地域の方の学校支援
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地域の方の学校支援（クラブ）

茶道クラブ 生け花クラブ
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地域の方の学校支援（放課後）

放課後学習教室
【チキチキくらぶ】

放課後学習教室
【宇部高専】
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15

登下校の見守り【みまもり隊】 剪定・除草作業 【蛇足の友】

地域の方の学校支援
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16

地域の方の学校支援（学ぼーよ）
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17

地域の方との昼休みの交流（遊ぼーよ）

昔遊び【きらめき隊】 囲碁教室
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18

地域の方との昼休みの交流（遊ぼーよ）

紙芝居 盆踊り練習
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19

保護者・地域の方の学校支援

「WakuWakuフェスタ in 上宇部」

宇部高専のブース（スライム作り）オープニング（参加団体からのＰＲ）
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20

保護者・地域の方の学校支援

「WakuWakuフェスタ in 上宇部」

ＰＴＡの方々のブース 地域づくり協議会のブース
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21

校区学習講座（まなびーや）

栄養教諭による「へら塩」の講演 給食のみそ汁の試食



22児童による地域のための活動

22
夏祭り 【よさこいクラブ】 ステージ発表ボランティア



23児童による地域のための活動

23
敬老会【５年生】 琴崎八幡宮大祭【４年生】
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24

文化祭 【３年生】文化祭 【２年生】

児童による地域のための活動
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25
どんど焼きのボランティア申し込みかみりんピックのボランティア申し込み

児童による地域のための活動
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学校・家庭・地域 みんなの願い

「ふるさと上宇部」を愛する

気持ちをもってほしい

「ふるさと上宇部」の未来を

支える人材になってほしい


